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夕食のお弁当と安心をお届けします

配食サービス
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令和7年度 事業計画

【第7期地域福祉実践計画に基づく重点事項】

【基本方針】
　新型コロナウイルス感染症は、令和5年5月に5類指定感染症へ移行してから約2年が経過し、いまだ収束に至っておりません
が市民の行動制限は一区切りを見せ、市民の社会参加やボランティア活動、市民の交流や見守りなどの地域福祉活動はコロナ
禍前の状況に戻りつつあります。
　また、社会・経済活動が回復傾向にあるなか、いまだ続く物価高騰の影響は、日常生活のみならず、医療や介護現場等あら
ゆる場面において及んでおり、また若い世代は経済的な生活困窮に加え、働いても将来が見通せないという不安を抱えて生活
されております。国においても経済対策をはじめ、各種対策を講じていますが好転していない状況にあります。
こうしたなか、急速な少子高齢社会の進展をはじめ、地域住民同士のつながりの希薄化と同時に地域住民の抱える生活課題は
複雑化・複合化し、介護、障がい、子ども・子育て、生活困窮など重層化する傾向にあり、既存の社会保障制度や福祉施策の
みでは課題の解決が困難な状況となっています。　
　人口が令和7年1月1日現在56,423人と5年前（令和2年1月1日現在58,265人）と比べ1,842人減少しており、また高齢化率
は34.5%と5年前（32.2%）と比べ3.2%増加し、人口減少と高齢化が続いております。
誰もが安全で安心して暮らすことができる地域づくりには、地域住民同士の協力とさまざまな関係機関・団体等が連携して進
める地域共生社会の実現が求められています。
　このような状況を踏まえて、本会は「誰もが支え合いながら安心して暮らす
ことのできるまちづくり」を理念に、社会福祉協議会としての役割と責務を担い、
地域福祉推進の中核的な組織として、地域福祉の推進に向け創意工夫を続けな
がら、様々な方々との協働のもと、市民の生活課題や福祉課題に取り組みます。
　さらに、今年度は創立70周年を迎え、いままで関わりのあった方々に感謝を
伝えるとともに、より一層の社会福祉協議会活動の推進と市民への認知度向上
を図るために、以上の基本方針及び「第7期地域福祉実践計画」（令和3年度～
令和8年度）に基づき、次の事項を重点に地域福祉を推進します。

〇配食サービスやおむつサービスなどの在宅福祉サービス
を実施します。

〇生活あんしん事業では、金銭管理等の生活支援や鍵の
預かりサービスを実施します。

〇生活支援体制整備事業では、第2層生活支援コーディ
ネーターと連携し、住民により対応可能な介護保険外の
生活支援ニーズについて担い手の調整等を行い、身近
な暮らしの困りごとの支援を行います。

〇地区社会福祉委員会や自治会・町内会、福祉団体等と
連携し、地域住民のつながりの再構築に向けて、地域
住民の交流の場の創出や生活支援の課題解決など、多
様な地域福祉活動に取り組みます。

〇北広島市共同募金委員会、日本赤十字社北海道支部北
広島市地区、北広島市民生委員児童委員連絡協議会の
団体事務局の適正な運営に努めます。

〇ボランティア活動や地域福祉活動への情報発信を行うと
ともに、人材の発掘・育成に取り組みます。また、児童・
生徒の思いやりの心を育む福祉教育に取り組みます。

〇地域支え合いセンターを運営するとともに、チームオレ
ンジ活動（仮称）として、支え合い隊（旧認知症支え
合い事業）、サポーター養成講座等の開催、認知症の
理解を深める普及啓発活動に取り組みます。

〇生活福祉資金貸付事業では、多様な生活相談への対応
ほか、北海道社会福祉協議会や関係機関等と連携して
相談支援体制の強化を図ります。

〇成年後見センターでは、権利擁護支援の中核機関とし
て、権利擁護関連の関係機関・団体との地域連携ネット
ワーク体制についてより一層の充実を図ります。

〇地域福祉を推進する中核的な組織として、関係機関・
団体や地域組織等との連携を図りながら社協活動を実
践するとともに、職員配置の適正化や運営体制の強化
を図ります。また、安定した財源確保のための会員増
強への取り組みや社会福祉活動基金の活用により、早
期の人材確保や会議室等の環境改善を図ります。

〇社協活動やボランティア情報について、ホームページや
SNSを通じて迅速な発信に努めます。また、より多くの
市民に対する情報発信の在り方について検討します。
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【各基本計画に基づく具体的な事業】

「在宅生活を支える福祉サービスの推進」
〇配食サービス　　〇テレフォンサービス　　〇除雪サービス　　〇訪問理容サービス　　〇おむつサービス
〇生活あんしん事業　　〇支え合い隊（旧認知症支え合い事業）　　〇救急情報キット（エルフィンバトン）の配付
〇サロン活動への支援　　〇生活支援体制整備事業　　〇物品等の貸し出し　　〇福祉バスの運行受付

「関係機関・団体とのネットワークの推進」
〇地区社会福祉委員会との連携・支援　　〇関係機関・団体との連携
〇福祉団体等の支援　　〇団体事務の運営

「障がい児・者交流事業の推進」
〇障がい児・者療育キャンプ　　〇障がい児・者クリスマスパーティー

「子育て環境づくりへの支援」
〇赤ちゃんに絵本を贈ろう

1.「みんなが安心して生活できる地域づくり」

「自立した生活を支える相談体制」
〇心配ごと相談事業　　〇地域支え合いセンター事業　　〇生活福祉資金貸付事業　　〇福祉金庫貸付事業

「権利擁護の推進」
〇成年後見センター事業　　〇日常生活自立支援事業　　〇法人後見事業

2.「その人らしい生活を支える地域づくり」

「防災体制等の整備」
〇災害ボランティアセンター運営体制の整備と強化　　〇災害に備えた地域づくり

4.「災害時に支援が必要な人を支援できる体制づくり」

「社協組織の強化と充実」
〇理事会等の運営　　〇役員等の研修　　〇事務局体制の強化
〇苦情解決体制　　〇地域福祉実践計画の進行管理

「財源の確保」
〇財務管理　　〇共同募金助成事業　　〇印刷機等の利用促進

「社会福祉協議会活動や地域福祉活動の見える化の推進」
〇市民への情報提供　　〇「北ひろしま福祉のつどい」の開催及び顕彰事業
〇福祉活動の情報発信　　〇ボランティア祭り

5.「地域福祉推進のための活力ある社協づくり」

「ボランティアや市民活動への支援」
〇ボランティアセンター事業　　〇ボランティア登録、相談・派遣　　〇ボランティア団体の支援・連携
〇ボランティア活動協力校への支援　　〇認知症啓発団体への支援

「ボランティア・福祉人材の育成」
〇手話奉仕員養成研修等事業　　〇ボランティア体験月間事業　　〇ボランティア研修
〇支え合い員養成講座（旧認知症支え合い員養成講座）　　〇認知症サポーター養成講座
〇認知症サポーターステップアップ講座　　〇法人後見支援員養成講座　　〇実習生等の受入れ

3.「地域福祉推進の担い手づくり」
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素敵な活動を行う
団体・企業・個人をご紹介します

きたひろまちづくり活動紹介きたひろまちづくり活動紹介

　きたひろしま大志さくら会（2009年5月設立、会員39名）は、“北広島の先人の「大志」を受け継ぎ、次
世代へ豊かな「さくらの杜」を残すため、広く「花咲か市民」の参加を求め、共に植樹・開花させる”こと
を目的に設立されました。
　活動内容としては、花咲か市民（会員）を募り、
会員と共に植樹し、育て、開花の喜びを得ることです。
5月にさくらの苗木の植樹。そして植えた木々の消
毒、下草刈り、剪定、冬囲等の一連の作業を行って
おります。
　今まで植樹した本数は約500本です。設立15年目
の現在は、今まで植樹した木々の保守管理が活動の
中心となっています。
　さくらを通して観桜会等の開催等により地域のみ
なさんとの交流も行っています。
　「花咲か市民」（会員）は通年募集しています。

お問い合わせ【メール】oyamada.keiji@purple.plala.or.jp　 【電　話】372-1030（小山田）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

令和7年度 資金収支予算
（収　入） （単位：千円）

科　目　名 予　算　額
会費収入 4,920
寄附金収入 830
経常経費補助金収入 81,368
受託金収入 83,990
貸付事業収入 60
事業収入 10,233
受取利息配当金収入 20
その他の収入 842
その他の活動による収入 39,566
法人後見事業（公益事業） 2,500
繰越活動収支差額 6,849

総合計 231,178

（支　出） （単位：千円）

科　目　名 予　算　額

地域福祉推進事業サービス区分 30,577

在宅福祉推進事業サービス区分 44,622

ボランティア活動推進事業サービス区分 2,365

権利擁護推進事業サービス区分 20,600

生活福祉資金等貸付事業サービス区分 7,357

法人運営事業サービス区分 123,157

法人後見事業（公益事業） 2,500

総合計 231,178

きたひろしま大志さくら会

〈2010年植樹：北進通り〉
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　配食サービスでは食事を作ることが難しいご高齢の方や障がいをお持ちの方を対象に夕食のお弁当をお届けし、配達を通じ
た安否確認も行っています。
　北広島市社会福祉協議会では市から委託を請けた配食業者としてお弁当のもりたに調理等を依頼し、ボランティアの皆さん
にもご協力いただきながらお弁当をお届けしています。

＝北広島市配食サービス事業の概要＝
【対 象 者】 65歳以上の高齢者と心身に障がいを持つ方のみの世帯の内、健康状態や心身の状況により食事をつくるのが困難で、

家族などの支援を受けられない方。
【配食業者】本会（お弁当のもりた）、宅配クック123道央店、コープさっぽろ
【回　　数】年末年始（12月29日～1月3日）を除く日曜日から土曜日までの最大週7回

＊業者により利用不可となる曜日等があります。
【時　　間】午後1時～午後6時まで

＊時間の指定はできません。
【内　　容】一般食と治療食があります。

＊治療食は利用店舗が限られている他、医師からの指示が必要です。
【料　　金】１食400円

本事業のご利用にあたっては北広島市への申請が必要となります。
下記問合せ先へご相談ください。
【問合せ先】北広島市 保健福祉部 高齢者支援課（電話372-3311）

❖ 北広島市配食サービス（市委託事業）について

　社会福祉協議会の行う配食サービスでは、平日のお弁当の配達をボランティアの皆さんのご協力によって行っています。今
回はボランティアとして携わっていただいてもう少しで40年になる臼井さん、利用者さん・お弁当のもりたさんにそれぞれの
想いをお聞きしました。

― 臼井さんに配食サービスのボランティアのやりがいを伺いました ―
　配食サービスは顔が見えることによって信頼関係を築くことができます。楽しみながらボランティアができるので苦になら
ないです。たくさん知り合いもできるので、自分のためにもやっています。いろいろな人と会うことが楽しいです。自分自身
も動けなくなった時には、お弁当を頼みたいと思っています。

― 利用者さんにお弁当を日々利用していての想いを伺いました ―
　私は料理ができないので体調を崩している妻に負担をかけないようにお弁当を頼りにしています。夕食を届けに来た時にボ
ランティアさんが優しく声をかけてくれることがありがたいです。

― お弁当のもりたさんに長年どのような想いでお弁当をお届けしているのか伺いました ―
　季節や行事に合うようなお弁当をお届けし、皆さんにおなか一杯食べてほしいと思っています。

＝配食サービスボランティア募集中＝
　夕食のお弁当をお届けするボランティアを募集してい
ます。
【配 食 日】　月曜日～金曜日(祝日・年末年始を除く)
【時 間】　14時頃～15時半頃まで
【ボランティア内容】　
　配送ボランティア：自家用車で利用者宅をまわります。
　配食ボランティア：配送ボランティアの自家用車に同
乗し、利用者へ夕食のお弁当を届けます。

※週１回程度、活動可能な日を調整いたします。
ご興味をお持ちの方は、お気軽にお問い合わせください。

❖ 配食サービスボランティアに取材 ！
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　福祉バスは、高齢者の生きがいづくりや障がい者
の社会参加、福祉団体等の育成を促進して福祉の向
上を図るため、北広島市が行っている事業です。
　北広島市社会福祉協議会では、市から事業を受託
し運行受付を行っています。

●利用できる団体等 ●乗車人数：15人以上45人以内
●運行距離：1日300キロ以内
●利用料金：1日6,000円
バスの予約は申請受付期間内に電話や窓口
で受け付けております。

気持ちを楽に、介護をする人もされる人も
笑顔でいられるようなお話をしませんか？

（問合せ）地域支え合いセンター ☎378-4277

一緒に活動してくれる支え合い員を養成します ！

支え合い隊
支え合い員養成講座

（全3日間）
チームオレンジ活動（個別支援）

対 象：市内在住　認知症の方やそれに近い
症状がある方

日 時：月～金　9時～17時
料 金：1回 300円
※1週間に1回　最大2時間まで利用可能。
※身体介護はできません。

1日目：7/２（水）
          10時～12時
2日目：7/３（木）
          13時30分～16時
3日目：7/４（金）
          10時～12時
会 場：北広島エルフィンビル2階
定 員：先着15名

支え合い員が、2名一組でご自宅に伺い、
お話相手等を行います。
お話相手以外の支援はご相談下さい。

月1回程度、認知症の方の自宅に訪問し、
話し相手のできる方

高齢者や障がい者のためのバス

福祉バス運行事業

＼＼実際に福祉バスを利用されている団体さんにお話を伺いました。／／
【青葉会小室さんの話】
　福祉バスは7～8年前から利用して
おり年に2～3回使用しています。
　今年5月に栗山方面へ行き、21名が
栗山開拓記念館で資料見学をしたり
道の駅で買い物をして皆さん楽しく
参加されました。これからもお互い支
え合い、助け合って親睦を深めるため
に福祉バスを利用したいです。

   ～ 青葉会（2011年4月設立）～
•青葉町2丁目に居住されている高齢者
団体（現在約50名）
•地域サロンやカラオケ、パークゴルフ
等、会員の親睦と健康を図ることを目
的とした活動をしています。

団体の区分 申請受付期間
1 おおむね60歳以上の者で構成する団体

使用日の3か月前から2 障がい者団体
3 北広島市社会福祉協議会

4 北広島市社会福祉協議会に登録されているボラ
ンティア団体 使用日の2か月前から

5 市長が特に適当と認めた団体等
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賛助会費・特別会費募集のお願い

会費の使い道

NEW FACE！

─ 令和7年度 賛助会費 特別会費の使い道内訳 ─

ご協力をよろしくお願いいたします

特別会費賛助会費

79％67％

6％
3％

14％

福祉のつどい

福祉団体
助成事業

心配ごと相談
福祉のつどい

ボランティア

9％

1％

訪問理容
サービス
事業

共同募金
助成事業

共同募金
助成事業

法人運営

7％

14％

　社会福祉協議会の運営は、北広島市からの補助金や受託金・赤い
羽根共同募金の配分金などとともに市民や法人・企業等の皆さんに
ご協力いただく「賛助会費」「特別会費」等を主な財源としています。
　社会福祉協議会が進めるまちづくりにご賛同いただける市民の皆
さんには「賛助会員」として、市内の企業や社会福祉施設には「特
別会員」としてのご協力をいただいています。
※賛助会費の募集は、各自治会・町内会の皆様のお力をお借りしています。

　皆様からお寄せいただいた賛助会費・特別会費は、在宅福祉に関する活動やボランティア活動・各地区社会福祉
委員会の活動などに使わせていただいています。

4月から新たに4名の職員が加わりました！ 
北広島市のみなさまよろしくお願いします！

4月に設置された看板の前でパシャリ！

①名前　 ②出身地　 ③趣味　 ④意気込み

①前田　志帆
②江別市
③音楽鑑賞
④様々なことを学びながら
成長していきます！

①池田　紫音
②釧路市
③読書、お菓子作り
④地域の皆さんのお役に立
てるように、精一杯頑張り
ます。

①千葉　優樹
②北広島市
③スポーツ観戦・サウナ
④北広島市の為に全力で
　頑張ります！

①本村　真実
②札幌市
③スポーツ観戦
  （サッカー・野球・競泳）
④一生懸命頑張りますので、
よろしくお願いします！

会員の種類 金　額

賛助会員 １世帯　300円以上　

特別会員 一口　10,000円以上
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成年後見センターからのお知らせ成年後見センターからのお知らせ

皆様の温かい心 ありがとうございます。
さまざまな福祉の充実に幅広く活用しています。

・ 北広島市成年後見センターでは、
認知症や知的障がい、精神障がい
があり自分でお金の管理が難しい
方や、頼れるご家族がおらず将来
の生活やお金の管理に不安がある
方からのご相談などをお受けして
います。
・ また、福祉サービスの利用援助や
日常的な金銭管理についてのご相
談もお受けして
　います。

出前講座を
  開催しています！

・ 市内の老人クラブやサークル、町
内会、高齢者施設、障がい者施設
等での出前講座を実施しています。
・ 講座内容や時間、
　場所については調
　整可能です。

お気軽にお問い合わせください
北広島市成年後見センター

☎011-378-4285

間、
は調

して

●東光ストア

西口

●北広島郵便局

●北洋銀行

●北海道銀行

↑
至
札
幌

至
千
歳
↓

Ｊ
Ｒ
北
広
島
駅

北
進
通

●北広島エルフィンビル 2Ｆ
　社会福祉協議会
　　地域支え合いセンター
　　成年後見センター
　　ボランティアセンター

社会福祉協議会ご案内社会福祉協議会ご案内

身の回りで困ったこと、
悩みごと、心配ごと
一人で悩んでいませんか？
小さなことでもお気軽に
ご相談下さい。
相 談 日　毎週火曜日・木曜日（祝日を除く）
時　　間　13時～16時
相談方法　 来所又は電話(来所相談は要予約)
【心配ごと相談所】
北広島エルフィンビル2階相談室A ☎372-1640

心配ごと・悩みごと  ありませんか？

特別会員  ご協力ありがとうございます

ご寄付をありがとうございます 寄 贈 品

双葉小学校児童会・4年生

北海道川崎建機
藤山建設
沿岸バス札幌営業所
道路建設札幌工事事務所
けいしん水道設備

   丸寛佐藤電気
   西の里恵仁会病院
   広島建設
   無碍光寺

北広島市の地域福祉活動に幅広く活用させていただきます。
～令和7年1月21日から5月15日まで～ (敬称略)

～令和7年1月21日から5月15日まで～ (敬称略) （リングプル・使用済み切手・未使用はがき・切手・その他）

北駿建設 …………………………………………………… 100,000円
皆川 辰夫 …………………………………………………… 10,000円
山口 久美子 …………………………………………………… 3,000円
社協募金箱 …………………………………………………… 7,819円
匿名4件 ……………………………………………………… 12,559円

NPO・連・きたひろしま／札幌年金受給者協会北広島支
部／ふれあいステーションほっと百歳体操スタッフの会
／みどり会／北広島郵便局／第1住区地区社会福祉委員
会／北広島商工会女性部／西の里白樺町内会茶話会／株
式会社サッポロドラッグストアー／石屋製菓株式会社北
広島工場／北広島市立緑陽中学校／北広島市立双葉小学
校児童会・4年生／エルフィンパーク市民サービスコー
ナー／北ひろしま福祉会／谷浦寛茂／鷲野まゆみ／佐藤
紀子／本間悦子／匿名（多数）
※エコキャップ、ベルマーク、使用済みカード等は収集して
おりません 

社
協
の
広
報
紙「
明
る
い
ま
ち
」を
読
む
こ
と
が
不
自
由
な
方
に
は
、Ｃ
Ｄ
を
貸
出
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

声
の
広
報

（
Ｃ
Ｄ
の
貸
出
し
）
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